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の特性，形状 l乙及ぼす効果を明確にした。続いて第 3 章においては得られた非品質合金の非品質化判定
法，諸物性の測定万法について述べた口
第 4 章では，まずメタノレーメタロイド系非品質合金のうち特に磁歪零系の Co-Fe -Si -B 系の飽和
磁化 Bs ，キュリー温度 Tc ，結晶化温度 Tx等の諸物性の組成依存性を明確にした。又この系への種々の
添加物効果を検討した結果， Mn の適当量の添加が Tcを下げ Tx ， Bs を増加させるのに効果的である事
を発見し，これにより普通の熱処理により高透磁率を得る為の条件 Tc くTx を満足しかっBsの高い非
品質合金を得る事が可能になった事を示した。又上述の Tc<Tx の条件を満足しなくても高透磁率を得




しては最大の飽和磁化 Bs;:: 14, 000 Gauss が得られる他，何ら Crの添加なしでも優れた耐蝕性を示し，
かつ耐摩耗性もメタルーメタロイド系よりも良好な為 V. T. R. ヘッド材として有望である事を示した。
又あわせてスバッター膜の磁気特性改善の為の磁界中熱処理万法についても言及した。


















Co-Nbを主成分とする零磁歪合金をも開発し，高い飽和磁化( Bs 竺 14， 000 Gauss )と Cr 不在で、の
優れた耐食性と良好な耐摩耗性を得た。これら非品質合金の磁気特性の安定性については，膜面内 l乙誘
導磁気異方性が生じる現象を見出し，実験データを理論的に解析して，緩和時間，活性化エネルギーな
どを求め，その改良方法を示した。
以上の研究は実用性の高い非品質軟磁性合金の開発のみならず，製法，処理方法に関しての基礎的・
一般的な新しい知見を通じて，乙の分野に大きく貢献し，従って博士論文として十分の価値があると認
める。
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